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出
席
奨
励
月
間
（
地
区
） 

 
 

 

平
成
25
年
５
月
９
日
（
木
） 

 
 

 

名
古
屋
地
区
Ｒ
Ｃ
合
唱
団
連
合
会 

東
日
本
大
震
災 

 
 

 

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
３ 

於 

日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館 

ビ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ル 

 

会
員 

64
名 

出
席
計
算
数 64

名
中
64
名
出
席 

出
席
率 

１
０
０
％ 

前
々
回
出
席
率
91
・
38
％ 

  

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
東
日
本
大
震
災 

 
 

 

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
３ 

 

ゲ
ス
ト 

受
入
青
少
年
交
換
学
生 

キ
ャ
サ
リ
ン
・
ワ
ー
ム
ス 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
敬
称
略
） 

        

ご
あ
い
さ
つ 

名
古
屋
地
区
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

合
唱
団
連
合
会  

会 

長 

盛
田
和
昭 

 

第
１
部 

◆
名
古
屋
名
南
Ｒ
Ｃ
混
声
合
唱
団 

指 

揮
／
友
森
美
文 

 
 

ピ
ア
ノ
／
古
山 

緑 

・
真
赤
な
太
陽 

 

・
逢
え
て
よ
か
っ
た
ね 

◆
メ
ー
ル
・
ア
カ
ン
タ
ー
レ（
名
古
屋
東
南
Ｒ
Ｃ
） 

指 

揮
／
熊
谷
多
津
旺 

 
 

ピ
ア
ノ
／
熊
谷
美
智
子 

・
銭
形
平
次 

 
 

・
あ
あ
人
生
に
涙
あ
り 

◆
コ
ー
ル
・
カ
メ
リ
ア
（
名
古
屋
名
駅 

Ｒ
Ｃ
） 

指 

揮
／
水
谷
弥
生 

 
 

ピ
ア
ノ
／
中
村
容
子 

・
坊
が
つ
る
讃
歌 

・S
 t a

 n
 d

 a
 l o

 n
 e

 

・
希
望
の
島
（
の
ぞ
み
の
し
ま
） 

◆
コ
ー
ル
・
ス
イ
ー
ツ
（
あ
ま
Ｒ
Ｃ
） 

指 

揮
／
冨
田 

由
子 

 
 

ピ
ア
ノ
／
野
田
佳
予
子 

・
ラ
バ
ー
ス
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト 

・
き
み
に
会
え
て 

 

・
夕
な
ぎ
の
海 

◆
オ
オ
ス
シ
ン
ガ
ー
ズ 

（
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
） 

指 

揮
／
井
原
義
則 

 
 

 
 

ピ
ア
ノ
／
岡
戸
弘
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
い
ざ
起
て
戦
人
よ  

・「
ふ
る
さ
と
の     

四
季
」よ
り 

・
荒
野
よ
り 

 
 

  
◆
コ
ー
ル
・
ロ
ー
タ
リ
ー
名
古
屋 

（
第
２
７
６
０
地
区
15
Ｒ
Ｃ
） 

指 

揮
／
加
藤
典
子 

ピ
ア
ノ
／
中
村
容
子 

・
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア 

・
ナ
ブ
ッ
コ 

第
２
部 

◆
井
原 

義
則 （

テ
ノ
ー
ル
）  

 

ピ
ア
ノ
／
岡
戸
弘
美                 

・
ふ
る
さ
と
の 

・
母     

・
ほ
お
ず
き 

・
よ
か
っ
た 

◆
末
吉 

利
行 （

バ
リ
ト
ン
） 

ピ
ア
ノ
／
金
澤
み
な
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
オ
ペ
ラ
「L

e
n

o
z
z
e
d

iF
ig

a
ro

」（
フ

ィ
ガ
ロ
の
結
婚
）よ
りF

ig
a

ro

の
ア
リ
ア 

"
S
 e

 v
 u

 o
 l b

 a
 l l a

 r e
 …

 "
 

（
で
は
、
お
殿
様
、
ダ
ン
ス
を
な
さ
る
な
ら…

） 

・
昨
日
い
ら
っ
し
て
下
さ
い 

・
木
兎 

◆
夏
目 

久
子 

（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
） 

ピ
ア
ノ
／
都
築
彩
子 

・
か
も
め 

 

義
援
金
の
贈
呈 

盛
田
会
長
よ
り 

「
あ
し
な
が
育
英
会
」
へ 

 

全
員
合
唱 

故
郷 

会
場
の
皆
様
と
共
に 

  

名
古
屋
地
区
Ｒ
Ｃ
合
唱
団
連
合
会 

東
日
本
大
震
災 

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
３ 

名
古
屋
地
区
Ｒ
Ｃ
合
唱
団
連
合
会 

総
務 

鬼
頭 

茂
成 

５
月
９
日
（
木
）
例
会
変
更
で
、
東

日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
３
を
日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館

ビ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

照
井
栞
さ
ん
の
司
会
で
開
会
と
な
り
、

盛
田
和
昭
連
合
会
会
長
が
「
昨
今
の
コ

ン
サ
ー
ト
は
よ
く
チ
ャ
リ
テ
ィ
を
謳
っ

て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
が
行
っ
て
い
る

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
震
災
が
起
こ
っ

た
そ
の
年
の
６
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。

今
年
で
も
う
３
回
目
と
な
り
、
震
災
復

興
支
援
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
の

先
駆
け
で
あ
り
ま
し
た
。
ロ
ー
タ
リ
ア

ン
を
始
め
多
く
の
皆
様
か
ら
の
義
援
金

の
合
計
は
１
３
９
万
１
５
０
円
と
な
り

ま
し
た
。
全
額
を
あ
し
な
が
育
英
会
に

寄
付
し
ま
し
た
。
今
年
も
今
日
の
義
援

金
を
合
わ
せ
て
全
額
を
ご
寄
附
い
た
し

ま
す
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

演
奏
会
は
第
１
部
が
、
名
古
屋
名
南

Ｒ
Ｃ
混
声
合
唱
団
（
名
古
屋
名
南
Ｒ
Ｃ
）
、

メ
ー
ル
・
ア
カ
ン
タ
ー
レ
（
名
古
屋
東
南

Ｒ
Ｃ
）
、
コ
ー
ル
・
カ
メ
リ
ア
（
名
古
屋
名

駅
Ｒ
Ｃ
）
、
コ
ー
ル
・
ス
イ
ー
ツ
（
あ
ま
Ｒ

Ｃ
）
、
オ
オ
ス
シ
ン
ガ
ー
ズ
（
名
古
屋
大
須

Ｒ
Ｃ
）
、
コ
ー
ル
・
ロ
ー
タ
リ
ー
名
古
屋

（
地
区
内
15
Ｒ
Ｃ
）
の
６
合
唱
団
が
合
唱

を
演
奏
し
ま
し
た
。
第
２
部
は
協
力
音

楽
家
の
演
奏
で
、
井
原
義
則
さ
ん
（
テ
ノ

ー
ル
）
、
末
吉
利
行
さ
ん
（
バ
リ
ト
ン
）
、
夏

目
久
子
さ
ん
（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）
の
素
晴

ら
し
い
歌
唱
を
聴
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
あ
し
な
が
育
英
会
の
川
原

秀
登
君
に
盛
田
会
長
か
ら
義
援
金
の
目

録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
川
原
君
が
、
自

身
の
親
を
亡
く
し
た
者
の
想
い
を
語
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
義
援
金
の
使
い

方
に
つ
い
て
の
説
明
を
さ
れ
、「
大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
長
期
的

な
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。 

最
後
に
出 

演
者
、
来 

場
者
全
員 

で
「
ふ
る 

さ
と
」
を 

歌
っ
て
閉 

会
と
な
り 

ま
し
た
。 
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集
ま
っ
た
義
援
金
は
７
１
万
５
，
４

６
０
円
。
全
額
を
５
月
13
日
に
あ
し
な

が
育
英
会
に
送
金
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

地
区
協
議
会
報
告（
４
月
18
日
例
会
） 

次
年
度
国
際
奉
仕
委
員
長 

 

柴
岡 
正
将
さ
ん          

94
年
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
20

年
目
の
来
年
度
、
入
会
時
に
国
際
奉
仕

を
承
り
、
都
合
６
回
目
の
国
際
奉
仕
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

入
会
当
時
の
国
際
奉
仕
は
、
青
少
年

交
換
と
、
世
界
大
会
参
加
を
義
務
つ
け

ら
れ
た
か
の
よ
う
に
活
動
し
て
お
り
ま

し
た
。
青
少
年
交
換
活
動
も
、
大
須
の

国
際
奉
仕
と
新
世
代
が
中
心
で
地
区
の

留
学
生
を
集
め
て
研
修
会
を
月
に
１
回

づ
つ
行
い
、
発
表
の
場
を
中
区
の
小
学

校
に
求
め
て
い
く
活
動
で
し
た
。
い
つ

か
ら
か
そ
の
伝
統
も
な
く
、
地
区
も
変

わ
る
中
で
今
日
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
世
界
大
会
が
遠
い

と
の
こ
と
で
毎
年
の
行
事
だ
っ
た
大
須

ク
ラ
ブ
で
世
界
大
会
に
出
か
け
る
こ
と

も
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
中

で
久
し
ぶ
り
に
、
次
年
度
は
30
周
年
の

行
事
で
ネ
パ
ー
ル
の
社
会
奉
仕
も
あ
り
、

国
際
奉
仕
と
も
ど
も
で
と
の
幹
事
予
定

者
か
ら
の
要
請
で
お
受
け
し
た
次
第
で

あ
り
ま
す
。 

ク
ラ
ブ
と
し
て
の
方
向
性
は
、
多
少

つ
か
め
た
と
し
て
地
区
は
、
と
考
え
地

区
協
議
会
に
望
み
ま
し
た
が
、
田
中
ガ

バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
の
地
区
の
ス
リ
ム
化

と
い
う
方
針
の
中
で
社
会
奉
仕
、
Ｒ
Ｃ

Ｃ
，
環
境
保
全
と
の
合
同
分
科
会
で
あ

り
、
国
際
奉
仕
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
往
年
の
国
際
奉
仕
で
な
く
一
枚
の
Ｃ

Ｄ
を
配
布
さ
れ
、
そ
の
中
身
の
説
明
に

終
始
さ
れ
た
会
で
し
た
。
次
期
地
区
委

員
長
の
佐
藤
さ
ん
が
華
や
か
な
国
際
奉

仕
と
い
わ
れ
ま
し
た
も
の
の
時
代
の
流

れ
を
感
じ
る
さ
び
し
い
会
合
で
あ
り
ま

し
た
。 

た
だ
い
え
る
こ
と
は
、
青
少
年
交
換

は
、
新
世
代
へ
移
行
し
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
活
動

も
Ｒ
Ｉ
と
し
て
は
廃
止
、
一
部
を
グ
ロ

ー
バ
ル
補
助
金
と
し
て
の
扱
い
で
あ
り
、

従
来
の
国
際
奉
仕
で
な
く
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｃ

と
の
協
力
体
制
や
、
米
山
留
学
生
と
の

協
力
で
新
し
い
国
際
交
流
を
ク
ラ
ブ
単

位
で
見
つ
け
活
動
し
て
い
く
こ
と
や
、

姉
妹
ク
ラ
ブ
の
活
動
な
ど
、
ク
ラ
ブ
単

位
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
形
と
な
っ
て
い
く

こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
そ

う
い
う
方
向
性
の
中
で
次
年
度
30
周

年
の
一
環
と
し
て
ネ
パ
ー
ル
の
奉
仕
事

業
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
は
、
大
須
の
活

動
と
し
て
生
き
る
も
の
で
あ
る
と
確
信

し
、
ま
い
進
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

地
区
協
議
会
報
告（
４
月
18
日
例
会
） 

次
年
度
新
世
代
奉
仕
委
員
長 

 

林 
 

順
治
さ
ん          

先
日
行
わ
れ
ま
し
た
地
区
協
議
会
の

ご
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
新
世
代

奉
仕
の
下
、
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
・
ロ
ー

タ
ー
ア
ク
ト
・
Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
・
青
少
年
交

換
の
４
つ
の
分
野
、
合
同
で
分
科
会
を

行
い
ま
し
た
。 

テ
ー
マ
は
「
新
世
代
奉
仕
活
動
・
理

念
の
実
践
と
そ
の
課
題
解
決
に
向
け

て
」
パ
ー
ト
Ⅲ
で
し
た
。
本
年
度
は
「
新

世
代
奉
仕
活
動
の
理
念
」を
受
け
て「
青

少
年
健
全
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
基
本

理
念
・
原
則
に
沿
っ
た
、
実
践
活
動
を

展
開
す
る
３
年
目
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
以
下
を
切
望
さ
れ
ま
し
た
。 

①「
活
動
の
基
本
に
返
る
事
の
大
切
さ
」

を
認
識
し
、
従
来
通
り
の
活
動
・
事

業
で
あ
っ
て
も
、
常
に
そ
の
目
的
・

思
い
を
理
解
し
た
上
で
の
実
践
活
動

と
な
る
こ
と
。 

②
新
世
代
の
活
動
を
通
し
て
「
青
少
年

達
と
時
間
と
空
間
を
共
有
し
、
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
が
人
生
の
先
輩
と
し
て
望

ま
し
い
手
本
と
な
る
」
た
め
、
指
導

力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
。 

そ
し
て
新
世
代
奉
仕
関
連
の
４
委
員

会
（
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
・
ロ
ー
タ
ー
ア

ク
ト
・
Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
・
青
少
年
交
換
）
が
、

実
践
す
る
「
青
少
年
健
全
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
目
的
・
活
動
・
課
題
を
理
解

し
合
い
、
地
区
内
82
Ｒ
Ｃ
へ
適
切
な
情

報
発
信
が
で
き
、
課
題
解
決
に
繋
が
る

様
に
、
新
世
代
月
間
に
は
ロ
ー
タ
リ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
も
交
え
た
「
地
区
新
世
代

サ
ミ
ッ
ト
」
を
前
年
に
引
き
続
き
開
催

し
、
地
区
新
世
代
奉
仕
関
連
委
員
会
の

活
動
内
容
の
地
区
内
へ
の
広
報
活
動
の

一
助
と
し
た
い
。
今
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
だ

っ
た
地
区
新
世
代
奉
仕
関
連
の
４
委
員

会
や
地
区
新
世
代
の
ロ
ー
タ
リ
ー
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
上
手
く
結
び
つ
け
て
い
く
の

も
、
地
区
新
世
代
奉
仕
委
員
会
の
役
目

で
あ
ろ
う
と
強
く
認
識
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
特
に
、
本
年
か
ら
は
相
互
交
流
を

継
続
的
に
実
施
出
来
る
仕
組
み
を
、
構

築
し
て
い
き
た
い
と
も
考
え
て
お
ら
れ

ま
す
。 

82
Ｒ
Ｃ
の
新
世
代
奉
仕
活
動
の
抱

え
る
課
題
に
つ
い
て
地
区
全
体
で
共
有

し
、戦
略
的
に
中
長
期
計
画
に
沿
っ
て
、

課
題
解
決
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
で
す
。
要
す
る
に
「
関
係
者
み
ん
な

で
助
け
合
っ
て
課
題
を
共
有
し
、
も
う

一
度
基
本
に
戻
り
、
目
的
・
意
味
を
考

え
て
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
下
さ
い
」
と

い
う
事
だ
と
私
は
感
じ
ま
し
た
。
ご
清

聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

５
月
23
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

卓 
 

話 

「
60
年
目
の
テ
レ
ビ
」 

中
部
日
本
放
送
株
式
会
社 

 
 

 
 

取
締
役
副
社
長 

塩
原   

実
さ
ん 

紹
介
者 

田
崎 

雅
三
さ
ん   

 

広
報
委
員
会 

近
藤
宏
一
郎
・
林 

 

富
徳 

杉
浦 

令
淑
・
青
木 

靖
高 

 
 

 
 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

                       

      於 マージャンサロン東天光  

 

 

平成25年4月18日（木） 

第20回例会優勝者 

柴岡正将 さん 

麻雀同好会は入会金はありません。 

当日参加料７,000円です。    

ただいま 新会員募集中です。是非ご入 

会のほど宜しくお願い致します！ 


